




要  約:

  心身障害児の栄養・食生活に関する研究については基礎的な栄養所要量に対する検討が

余りされていない。したがって、心身障害児の食生活指導を行うためには、身体計測、並

びにエネルギー消費量の把握による栄養評価が必要になる。心身障害児は障害の部位やそ

の程度によって体格や身体活動が大きく異なる,特に身体的な側面からみても、同一暦年

齢の健常児と比較した場合、低身長・低体重の児が多いとされており、栄養評価の基準を

設定することが困難である。また、患児の身体活動や摂食生力にも大きな差があることが

問題になっている。本研究ではこれらの状況を考慮した食生活指導マニュアルの在り方に

ついて研究する。


